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は じ め に
　「チェンジ」「チャンス」「チャレンジ」の年にしよう。
　財団では年度始めに職員が一堂に会し、辞令交付式を行っています。今年度の辞令交
付式で職員に訓示したのがこの言葉です。
　実はこれは、５年前の正月、県庁の仕事始めでの三日月知事の言葉です。今の財団の
状況にもピタリとくるのでお借りしました。
　御案内のとおり、びわ湖ホールは、大規模改修工事のため2026年７月から2028年２月
まで全館休館を予定しています。他のホール等で平常時と同様の事業を積極的に実施し
たいと考えていますが、20か月もの間びわ湖ホールからお客様の足が遠のくという大き
な変化、チェンジが目の前に迫っています。
　これをピンチと捉えるのでなく、チャンスに変えたいと考えています。
　今までなじみのなかった地域や場面で新たなお客様とお会いする、地域のホールとの
連携関係を構築する、びわ湖ホール・文化産業交流会館・地域創造部の持ち味を生かし
相乗効果の発揮を追求する、など、自らのチェンジに尻込みせず、新たなスキルを獲得
し、事業の幅を広げるチャンスにしていきます。
　世間の動きでは、大阪・関西万博が開幕し、秋には彦根を主会場に国民スポーツ大
会・全国障害者スポーツ大会が開催されます。いずれも催しの中で阪芸術監督や声楽ア
ンサンブルが主要な出演者として登場します。音楽ファンだけでなく一般の方にもびわ
湖ホールのことを知っていただくチャンスです。
　びわ湖ホールの今年の年間テーマは「挑戦－チャレンジ」ですが、大きなチェンジを
控え、県内外の活性化の動きも取り込みながら、財団全体の総合力を一層養い、ピンチ
をチャンスに変える、あるいはチャンスを活かす、このことに大いにチャレンジしてい
きます。
　再開館後の2028年には、びわ湖ホール30周年、文化産業交流会館40周年の節目を迎え
ます。休館中の取組も含めて更なるパワーアップを果たし、今まで以上に充実した事業
を展開し、皆様の御期待にお応えしたいと考えています。
　劇場サポーターの皆様におかれましても、びわ湖ホール発展に向け引き続きお力添え
を賜り、ご提案、ご助言など忌憚なくお申し付けくださいますよう改めてお願いいたし
ます。

令和７年４月

滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
館　長 村 田 和 彦
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◎劇場サポーター舞台芸術基礎講座（全サポーター対象）
［タイトル］舞台のあれこれ

　［内　容］劇場における舞台機構の仕事についてのお話し

　［講　師］籔内 暖（滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール　舞台技術部　部長代理）

　［日　時］令和６年８月24日（土）14：00～15：30

　［場　所］びわ湖ホール３F研修室

◎劇場サポーター舞台芸術特別講座（全サポーター対象）
［タイトル］歌手と舞台を繋ぐ架け橋――コレペティトゥアの役割と可能性

　［内　容］�コレペティトゥアという職業の魅力や役割を紹介し、岡本氏と劇場サポーターとの繋がりを深める。

　［講　師］岡本佐紀子（コレペティトゥア、ピアニスト）

　［日　時］令和７年１月30日（木）14：00～15：30

　［場　所］びわ湖ホール３F研修室

◎劇場サポーター オペラ稽古見学会（全サポーター対象）
　【びわ湖ホール声楽アンサンブル　演技研修　見学会】

　【『竹取物語』 稽古（KHP）見学会】
　　日　時：令和６年11月17日（日）14：00～（１時間程度）

　　場　所：びわ湖ホール大ホール（３階席からの見学）

　【『三文オペラ』 稽古（KHP）見学会】
　　日　時：令和７年１月20日（月）14：00～（１時間程度）

　　場　所：びわ湖ホール中ホール（２階席からの見学）

　　【『死の都』 稽古（KHP）見学会】
　　日　時：令和７年２月23日（日）14：00～（１時間程度）

　　場　所：びわ湖ホール大ホール（３階席からの見学）

2024年度「びわ湖ホール劇場サポーター」研修の概要

◎公演関連講座（直近 3 期のサポーター対象）
　�　びわ湖ホールで開催する主催公演をより一層お楽しみいただくとともに、周囲の方々へ積極的

に公演のPRをしていただけるよう公演関連講座研修を実施。

　●オペラ演出家　栗山昌良　を語る

　　令和６年11月４日（月・休）

　●オペラ講座『死の都』（初級編・全２回）　

　　令和７年１月５日（日）、19日（日）

◎劇場サポーターメーリングリスト
　　びわ湖ホールからの事務連絡や自主交流会の案内、公演や講座の感想などの発信に用いています。
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2024年度「びわ湖ホール劇場サポーター」自主活動の概要

１．定例会の開催

　オリエンテーション　令和６年 ４月 ７日（日）　（自主交流会紹介／年間計画紹介　ほか）

　第１回　　　　　　　令和６年 ５月12日（日）　29期新サポーターの方々を歓迎する会

　第２回　　　　　　　令和６年 ７月14日（日）　小澤征爾氏追悼特集

　第３回　　　　　　　�令和６年10月27日（日）　�アニバーサリー作曲家紹介　 

「アントン・ブルックナーの体験と魅力」　

　第４回　　　　　　　令和６年12月15日（日）　名曲聞き比べ　～マーラー作曲「大地の歌」～

　第５回　　　　　　　令和７年 ２月 ２日（日）　�コルンゴルト作曲　歌劇『死の都』について解説

2．サポーター通信「Harmonia（ハルモニア）」の発行

　（１） ４月　第52号（2024年春号）

　（２）10月　第53号（2024年秋号）

　　　　　　　声楽アンサンブル新メンバー、29期サポーター自己紹介ほか

　※サポーター通信「Harmonia（ハルモニア）」…

　�　サポーター同士のコミュニケーションを図り、びわ湖ホールをはじめとする、あらゆる舞台

芸術の面白さを外部に向けて発信することを目的とした「サポーター通信」。1998年10月から

1999年６月までに創刊。準備号として３号を、2000年には名称を“Harmonia”（ハルモニア）

として創刊号～第53号を発行しています。

3．サポーターズ・サロンの実施

（１）令和６年 ５月12日（日）　　 第１回　「29期新サポーターの方々を歓迎する会」

（２）令和６年 ８月24日（土）　　 第２回　「劇場サポーター担当土井さんとおしゃべりしよう！」

（３）令和６年11月 ４日（月･休）　第３回　「事業部有田淳さんとおしゃべりしよう！」

（４）令和７年 ３月23日（日）　　 第４回　「�びわ湖ホール声楽アンサンブル・メンバーとおしゃ

べりしよう！」
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2024年度「びわ湖ホール劇場サポーター」運営要綱

１．趣　　旨

　�　地域や職場、友人など、人のネットワークを活かして、びわ湖ホールとそこで上演される舞台

芸術を生活に身近なものと感じる愛好者の輪を広げることを目的に、「びわ湖ホール劇場サポー

ター」（以下「劇場サポーター」という）を設置します。

２．劇場サポーターの役割

　○�舞台芸術についての情報およびびわ湖ホールで開催する公演の情報を、口コミやチラシ配布な

どにより地域や職場の方、ご友人に広く伝え、観客創造につなげていただきます。

　○�舞台芸術に関する講座や研修を受講し、知識を広め関心を高めていただきます。

　○�勉強会や交流会などの自主活動を通じて、ネットワークづくりを進めていただきます。

　○�公演運営のお手伝いをお願いすることがあります。

３．劇場サポーターの定員と登録

　�　公募により選ばれた方を劇場サポーターとして登録し、定員は概ね120人、登録期間は１年間

とします。ただし、１年ごとに継続の意思確認を行いますので、希望される場合は更新すること

ができます。継続の意思確認は２月～３月頃に行います。

４．2024年度活動

　（１）舞台芸術情報やびわ湖ホールにおける公演情報の地域や職場、友人等への広報

　　　・口コミやチラシ配布などによるPR活動

　（２）舞台芸術に関する研修の受講

　　　・基礎講座　

　　　・特別講座

　　　・公演関連講座

　（３）自主活動

　　　・交流会などの開催

　　　・劇場サポーター通信（Harmonia）の発行
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2024年度「びわ湖ホール劇場サポーター」の内訳

【期	 別】

	 １期	 1名

	 ３期	 4名

	 ５期	 1名

	 ６期	 2名

	 ７期	 2名

	 ８期	 2名

	 ９期	 4名

	 10期	 2名

	 11期	 2名

	 12期	 2名

	 13期	 4名

	 14期	 2名

	 15期	 3名

	 16期	 3名

	 17期	 2名

	 18期	 4名

	 19期	 1名

	 20期	 2名

	 21期	 5名

	 22期	 6名

	 23期	 13名

	 24期	 7名

	 25期	 9名

	 26期	 7名

	 27期	 12名

	 28期	 5名

	 29期	 13名

【居住地】

　　 ● 滋 賀 県

　　　　　　 大 津 市　 　61名

　　　　　　 草 津 市　 　  7名

　　　　　　 栗 東 市　 　  2名

　　　　　　 守 山 市　 　  4名

　　　　　　 東近江市　 　  1名

　　　　　　 米 原 市　 　  1名

　　　　　　 長 浜 市　 　  1名

　　　　　　 湖 南 市　 　  2名

　　　　　　 近江八幡市　   2名

　　　　　　 蒲 生 郡　 　  1名

　　 ● 京 都 府　 　27名

　　 ● 大 阪 府　 　  5名

　　 ● 兵 庫 県　 　  2名

　　 ● 奈 良 県　 　  3名

　　 ● 愛 知 県　 　  1名

計　　120 名
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2024年度「びわ湖ホール劇場サポーター」活動の様子

令和６年８月24日　基礎講座の様子

令和７年３月23日　全体会合の様子

令和７年１月30日　特別講座の様子

令和６年７月14日　サマーパーティーの様子

令和６年７月14日　第２回定例会の様子 令和７年３月23日　第４回サポーターズサロンの様子

15







〒520-0806　大津市打出浜 15-1
TEL  077-523-7133　FAX  077-523-7147

URL  https://www.biwako-hall.or.jp/

発行 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
発行年月　令和７年４月

BIWAKO HALL  CENTER FOR THE PERFORMING ARTS, SHIGA

劇場サポーター活動記録集
びわ湖ホール

令和６年度


	空白ページ
	空白ページ



